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第１回サービス連携高度化部会 議事録 

 

日 時： 令和４年８月 19日（金）１３：３０～１５：３０ 

場 所： 富山県民会館４階 401号室 

出席者： 委員名簿のとおり 

 

１ 開会 

 

２ 挨拶 

 

●田中交通政策局長 

皆さんこんにちは。本日富山県地域交通戦略会議第１回サービス連携高度化部会、

開催しましたところ、委員の皆様方には大変お忙しいところご出席いただきまして、

誠にありがとうございます。また楠田委員におかれては、遠方から今日お越しになり

まして、本当に重ねて感謝申し上げたいと思います。 

ご案内の通り新型コロナの影響など、地域公共交通を取り巻く環境、大変厳しい状

況が続いてます。ただし、将来を見据えまして、地域公共交通の維持確保、利便性の

向上を図っていくことが重要な課題だと、このように思ってます。 

こうした課題に対応するため、県では今年度、富山県地域交通戦略会議とこういう

ものを立ち上げまして、持続可能な地域公共交通の確保に向けた新しい計画、戦略を

策定することとしました。 

6 月の第 1 回全体会議開催したんですけど、それ以降、先月、鉄軌道サービス部会

という部会を開催しまして、また今月３日には、地域モビリティ部会というのを開催

しまして、本日がですね、この３つ目、議論を進めているんですけど、サービス連携

高度化部会を開催させていただいたと、このようなことであります。 

この部会では、公共交通サービスのサービス同士の連携、すなわち公共交通のスム

ーズな移動のためのネットワーク、このようなものですとか、公共交通サービスと他

のサービスとの連携、こういうものをどうしていくか。このような観点について、ご

議論をいただきたいと思ってます。 

今年策定いたしました県の成長戦略では、「幸せ人口 1000万～ウェルビーイング先

進地域、富山～」と、この実現をビジョンとして掲げております。 

地域公共交通におきましても、県民の皆さんのウェルビーイングの向上が図られる

よう、皆様方には、それぞれのお立場から、忌憚のないご意見をいただきますようお

願い申し上げます。本日はよろしくお願いいたします。 

 

３ 議事 

 

（１）ウェルビーイングの向上をもたらすサービス連携・高度化について 
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●長尾部会長 

ただいま部会長としてご案内いただいたところですが、３つ目の部会を担当するこ

とになっております。各委員の皆さんのご協力を得て、部会の内容が活発にこれから

進んでいくように、進行を主に責任を持ってわかりやすく進めればと思っています。 

サービスの連携高度化については、それぞれ各委員の皆さんの考え方ももちろんお

ありになると思います。私自身ビジネスに従来から関係してきており、そのような観

点から考えてみますと、ただいまの局長さんの考えの中においても、似たようなとこ

ろがありますが、今後、サービスの連携によって利用者の満足度、或いは利用者が使

いやすいようなシステムとか、いろいろ２つのものが組み合わせる、或いは３つのも

のが組み合わさることによって、ビジネスが生まれてくる、そのような考え方ができ

るのではないかと思っております。 

また連携においては、同業種同士の連携もあれば、異業種、異形態との連携もあり

ます。いろいろな組み合わせが考えられると思います。そのような組み合わせの考え

を、この場でいろいろ有識者の皆様から方法論或いはウェルビーイングの向上を目指

してどうしていったらいいかという考えとか意見を活発に出していただけるように、

進行に努めたいと思っていますので、ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

これから議事に入っていきたいと思います。今田中局長からもご案内がございまし

たけど、確認の意味でこれまでの経緯を簡単に紹介いたしますと、第１回目の地域交

通戦略会議が６月２日に開催されております。そこで、２点のことが了承されました。

１つはウェルビーイングの向上を目指す計画にすること、２つ目として、計画では県

の地域交通の将来ビジョンとなる基本的な方針・考え方を整理して、その実現に向け

た具体的な施策・事業を設定していくこと、主な点として、その 2点が全体の交通戦

略会議で了承されているところです。 

それで先ほどご案内がございましたように、４つの部会がございますが、１つ目の

鉄軌道サービス部会は 7月 1日に開催されております。また８月３日には地域モビリ

ティ部会が開催されております。３つ目が今日の部会になります。それで２つの部会

におきましての議論の内容は、全体会議の命題でもありますウェルビーイングの向上

をより内容を深めていくためにどうしたらいいかということで、鉄軌道サービス部会

の立場、もう一つは地域モビリティの立場から議論・整理が行われてきております。 

だから本日のサービス連携高度化部会におきましても、ウェルビーイングの向上、

これをもたらす地域交通の姿、どうあるべきかということで、視点としては交通ネッ

トワークの全体の視点からということで、先ほど申しましたように連携、或いはその

高度化とういうような観点から、委員の皆様に議論をしていただき整理していきたい

と考えております。そのために、具体的な進め方として議題にありますように、１つ

目としてウェルビーイングの向上をもたらすサービス連携高度化について、委員の皆

さんのご意見等を、これからお願いしたいと思っております。 

この部会におきましてもウェルビーの向上をもたらす、そこが大きな目標、或いは
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目的になりますが、そのために連携・高度化の観点からどうすればいいかということ

を、これから各委員の皆様からご意見をお伺いしていきたいと思います。 

そのためになるべく具体的なご意見等をいただきたいと考えておりますので、日頃

取り組んでおられる取り組みとか、事業の中で利用者から要望されている点とか、利

用者のニーズなどについて、ここで意見としてご紹介していただければと考えており

ます。 

参考資料として事務局から資料 1「ウェルビーイングの向上をもたらすサービス連

携・高度化の例」を用意していただいております。こちらも参考にしていただきなが

ら、委員の皆さんが普段感じておられるサービス連携・高度化に関する点から、利用

者からの要望・ニーズなどにまとめていただいて、この場でご紹介をいただければと

考えております。 

そこで、提案とか意見として出していただいたそれぞれのニーズが、もう対応して

るとかどうかというようなことは別に気になさらないで、今後の県の計画策定に向け

た議論のため、幅広に紹介をいただければと思います。妥当性が高いとかどうとか、

それは、この場の意見としては必要性がないと考えていただければと思います。 

それでは、私の方から指名しました方から順にご発言をお願いいたします。よろし

いでしょうか。進め方に関して、ご質問ご意見等ございませんですね。では今のよう

な考え方で進行の方を進めていきたいと思います。 

 

●新庄委員 

今ほど紹介いただきました富山地方鉄道の新庄でございます。よろしくお願いいた

します。 

サービスの連携・高度化についてということですけれども、サービスの話ですので、

今ほどもありましたようにどうしても関連します。ニーズにこたえるサービスもござ

いますし、サービスが先行して後からニーズが追いついてくると、こういった場合も

ございます。連携・高度化であろうとサービスにはニーズの把握は非常に大事です。

今日事業者の代表として参加させていただいておりますので、そういった現場の実情

も含めながらちょっとお話させていただきたいと思います。よろしくお願いします。 

まず弊社に寄せられる声・ニーズの傾向で圧倒的に多いものが２つございます。 

１つは、わかりづらい、わかりやすくして欲しいという、こういったものです。こ

れは特定のサービスを対象とするものではありません。サービス全般そのものがわか

りづらい、難しいという声です。もう１つは、ここにもあそこにも行けるとか、これ

にもあれにも使えると。こういったような、現在あるサービスの内容の拡大を求める

声でございます。こういったことについて今後連携・高度化を進めるにあたって、対

処することを考えて進めていけば、より効果が出るんじゃないかと、効果が出るんじ

ゃないかと、このように思っております。 

それでまずニーズにありました、わかりやすさ、利用しやすさについてどうなんだ

ろうということで改めて考えてみますと、実際電車或いは路線バスであっても初めて
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利用する際はやはり少し難しく、ある程度下調べが必要じゃないかなというふうなこ

とは事業者でありながら理解できるところであります。 

確かにバス路線がわからなかったり、或いは利用する駅、バス停、或いは改札の場

所がわからないというようなこともございますし、どこで乗り換えればいいのか、或

いは遅れているのかどうかなど、日常利用している人はそれほどじゃないんですけれ

ども、実際そうでない人は知らない、わからないということがあるように思います。 

結局こういったような不安がニーズの声になって、利用を考えたときの１つのハー

ドルになってるんじゃないかと。このように感じております。 

ですが、一方では現在そのようなわかりづらさの解消として、まさに高度化された

サービスが、提供されています。それが情報サービスだというふうに思います。 

実際スマホなどでこの情報サービスを利用することで、乗車する駅、バス停、それ

と交差する駅とバス停の名前さえわかっていれば、それ以外に知りたいその区間の運

賃であったり、所要時分であったり、或いは駅、バス停の場所がわからない場合の位

置も地図上で示されて、利用者が知りたいことが連動して知ることができています。

富山県のバスロケーションシステムでも、ほぼこういった内容は把握できますし、す

でにあります全国規模の情報サービスでも県内の公共交通に十分対応していると、こ

のように思っております。 

ですので、そういうことからすると、課題はこれらのサービスをしっかりと周知し

て浸透させていくこと。それと、年齢層にもよりますけれども、こういったアプリな

どが使いやすいように、その辺をよりシンプルにできれば、これのサービスの利用も

増えてくるんじゃないかというふうに思っております。 

その上で、このように高度な情報サービスが充実して活用できる環境であれば、こ

れまで各事業者単独の移動サービスによって、少し複雑になっても事業者間の垣根を

越えて、例えば、あいの風さんと地鉄電車であったり、或いはＪＲさんと地鉄のバス

であったり、こういった県内の様々な交通サービスを一体化してより利便性の高いも

のとする取り組み、これについてはちょっと後で触れますが、こういった取り組みも

有効になりまして、最終的には各事業者の路線が関わりあって、県全体の公共交通網

へ発展して、それがサービス規模の拡大へと繋がり、良質なサービスの提供になって

いく、そういったことが十分期待できるというふうに思っております。ぜひ、弊社で

もそのようなことに連携して、今後考えていきたいというふうに思っております。 

次に、先ほどの利用者ニーズの傾向として申し上げましたけど、ここにもあそこに

も行ける、或いはこれにもああいったものにも使える、という要望が多いわけですけ

れども、この要望はサービスの統一化として、このペーパーにもありますけれども決

済方法についての要望であります。それと共通化としてペーパーにあります自由に乗

り降りできるサービスへの要望に該当するのではないかと思っております。これらの

サービスへの要望も結局は、使いやすさであったりわかりやすさへの思いが根底にあ

ると感じております。 

ちなみに決済方法の統一については、ＩＣカードがございますが、弊社の内容につ
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いてちょっとご紹介いたしますと、弊社ではＩＣカード「えこまいか」というものを、

2010 年に導入しておりまして、現在約 25 万枚普及しております。このカード利用に

よる割引設定など地域の公共交通利用に対する特典もつけまして、弊社の鉄道軌道、

路線バス、全線に対応しております。 

また一方では、全国交通系のＩＣカードについても市内軌道線に昨年導入しまして、

えこまいかをお持ちでない県外のお客様のカード利用にも対応しております。今後は

県外からの観光客の多い鉄道線であったり、それ以外に、路線バスでの全国系ＩＣカ

ードの導入についても検討が必要な課題だと、このようにとらえております。 

また、利用の共通化に関連する商品の一つとしまして、一定の金額で電車、バスな

どの複数の交通機関全線が乗り放題となるサブスクリプションパスがございます。こ

れは割引率が高く安価でございます。そして１回１回運賃を調べて切符を買うことが

面倒な場合であったり、素早く乗り継ぎできることも大きな魅力でして、利用する際

の不安の解消にも対処し、わかりやすい、利用しやすいことが魅力に繋がっているも

のと思っております。 

弊社のこのサブスクパスとしては、鉄道軌道路線バス全線乗り放題のゴールドパス

というものがございます。63歳以上の方向けのパスでございますけれども、年間７万

3,000 円でございます。地鉄電車、市内軌道、乗り合いバス全路線が乗り放題となり

ますし、ご夫婦お２人でお持ちになる場合や運転免許証を返納された方にはさらに安

く提供しています。 

戦略会議の方向からすれば、このような事業者単独の乗り放題パスだけでなく、県

内各事業者の連携のもと、各社の路線や区間が乗り放題となるサブスクパスであった

り、複数事業者の共通する区域内を同一運賃に設定してみたり、それぞれの事業者交

通機関を乗り継ぐ場合の乗り継ぎ運賃割引などの連携も、十分可能だと考えておりま

す。 

ここまでほんの一部のサービスの高度化或いは連携の例についてお話しましたが、

特に新たなサービスを設定する場合に、やはり常に利用者目線であることと、それと、

地域の実情を意識して考えていくことが、大切ではなかろうかというふうに思ってお

ります。結局こういったことが、県内に多くあります公共交通資産をより生かすこと

になっていくと感じております。 

今後戦略会議において、ぜひ建設的なこういったサービスに関する議論を行って参

りたいというふうに思っております。富山地方鉄道からは以上でございます。 

 

●渡辺委員 

高岡交通の渡辺です。宜しくお願いします。 

私の方からは、タクシーの特性についてまずお話します。 

鉄軌道、バスはどちらか言うたら線の交通です。タクシーは面の交通ということにな

ります。参考資料として「もりまる」の資料をお持ちしましたので説明させて頂きま

す。 
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「もりまる」は、令和 3年 6月に高岡市守山校下五十里地区（氷見市側に一番近い

北側）で運行しています。五十里地区には、加越能バスが走っていましたが、４～５

年前にバス路線が廃止になり、いわゆる公共交通機関のない空白地になりました。こ

の地区に中学生が 15 人いますが、志貴野中学校まで約 5.1 キロを通常は自転車通学

しています。しかし、冬季期間になると雨や雪が降ったりする為、自転車では行けま

せん。公共交通が無いことから、令和 3 年 12 月から中学生を対象にした実証実験を

始めました。 

志貴野中学校行きは、朝 7時 15分発で、1月は 68名、2月は 121名。1月から 4月

まで 275名の生徒さんをお運びしました。 

最初は中学生の通学手段として始めましたが、高齢者の方から、買い物や通院に使

いたいとの要望があり、買い物便を２月から実証実験を開始しました。買い物便は、

２～７月で 455 名にご利用頂きました。運賃は個人負担 300 円均一で運行していま

す。 

この地域で要望が多いのは通院の足の確保です。高岡市には大きい病院として、「高

岡市民病院」・「厚生連高岡病院」・「済生会高岡病院」がありますが、そこに直接行く

手段がないのです。高岡市民病院は買い物便で可能ですが、厚生連・済生会には直行

で行く手段がありません。面の交通だけでは遠い所にはなかなか行けません。この地

区は万葉線に接続可能ですが、往復の足（特に帰り）を連携できることが必要です。 

次に、サービス連携高度化部会に関する方向性という意味で、タクシーから見た方

向性について述べたいと思います。 

タクシーも含めた、他の交通事業者との料金精算と料金の透明性を確保して欲しい

と思います。特に、高岡市は結構広く、医療機関に行く場合に行きは何とかできます

が、帰りの足を確保できないという課題になります。、小さな範囲の面だけじゃなく

て、長い線も使った連携が必要です。 

連携には、「待たせない＝乗り継ぎに時間がかかる」所が一番の課題です。高岡市に

は高岡駅～越ノ潟（射水市）を結ぶ万葉線と、あいの風鉄道・城端線・氷見線・加越

能バスがありますが、富山市内のような方々に行けません。万葉線は 15 分に１本と

定時運行していますが、あとの公共交通は１時間に数本と、ほとんど面交通と接しに

くいダイヤです。富山市内は非常に良い環境ですが、高岡市やその他の市町村は、無

理でしょう。「待たせない、乗り継ぎが便利」の公共交通にして欲しいものです。 

75歳以上とか、歩行困難・身障者の方には、線ではとても大変です。やはり「ドア

ツードア」のサービスも必要となります。 

決済処理についても、今は殆ど現金ですが、スマホを高齢者の方に持ちなさいとい

うのは難しいと思います。Ｓｕｉｃａ・ＩＣＯＣＡは都会から来た人の主な利用手段

です。もっと、県民に合った高齢者にふさわしい決済処理ができるようなものにする

必要があります。 

健康増進等、パークゴルフとかグラウンドゴルフとかを行っている場合、そこに行

く自家用車を出してくれる人が止めると、そのグループ全員ができなくなってしまう
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ことが多いと考えられます。健康増進の意味でも、ある程度広範囲の面交通が必要で

はないかと思います。 

他に、学童とか塾とか○○スポーツセンターとかには、保護者が運ばないと行けま

せん。保護者が居なくてもそういう施策に行ける手段をタクシーで作る必要がいるの

ではないでしょうか。 

最後にタクシー会社で連携を考えると「情報システム」が必須です。タクシー会社

は、富山県に現在 38 社あります。100 台以上は富タクさんだけ。高岡交通は 80 台程

度。40 台程度が 4 社です。残り 32 社は、20 台～10 台、1 桁代の会社が一番多く 16

社あります。そういう会社に連携できるようにしましょうと言っても無料で使えるシ

ステムが無いと不可能です。現在、朝日町で運行している「ノッカル朝日町」、砺波市

で利用している「チョイソコ」、チョイソコは来年２月から小矢部市でも使うそうで

すが、そういうソフトを何処でも使えるようにして頂きたい。又、タクシーだけでは

足を確保できないので、朝日町みたいなマイカーを使ったものがいつでもでき、タイ

アップ可能なソフトで、面の交通を支えていったらいいんじゃないかと思います。県

とか市でソフトを導入して貰い、いつでも使えるようにすればある程度連携が可能に

なると思います。 

タクシー会社は、中小零細企業ばかりです。システム化の余力はありません。でき

れば、タクシーの配車システム「ＧＯ」とか、電脳の共同配車を利用し、タクシー会

社がいつでも使える仕組みを導入して頂き、今一番手が掛かっている配車の業務を共

有化できるように考えて頂きたい。又、深夜は 1人の運転手に 1人の運行管理者が必

要で、コストが掛かりすぎます。運輸業では周辺業務の情報システム化と共同化も必

要だと思います。 

 

●長尾部会長 

私の方からお聞きしたいんですけど、単独でいろいろ利用者ニーズに対応していく

場合においては、今説明をなさったような状況にあるかと思います。そのシステムを

共有化するとか連携するとか、という部分において何が一番課題になると、現時点で

お考えでしょうか。 

 

●渡辺委員 

タブレットを持ちなさいっていうシステムになります。だから、タブレットの費用

を、１ヶ月で 3,000円ぐらいですが、その費用が問題です。ノッカルはこのタブレッ

ト、ここではこのスマホ、あっちではこのタブレットっていうふうになっちゃうと、

非常に難しいです。統一したシステムで１つ用意すればいいようにして頂きたいと思

います。 

料金メーターは外せないが、そろそろ、スマートメーターに何か変わっていくと思

いますのでタクシー業界全体でフォローして頂くことを希望します。一部の会社だけ

ができても、全体のサービスには結びつかないと思います。 
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●長尾部会長 

今お話があったように、タブレットとかいろいろなシステムを会社によって使って

おられる。それを全体で使えるようにするには、統一化、明確な方向性を示していか

ないと、全体において進めるのは非常に難しいということですね。 

 

●渡辺委員 

 県が my route をやりますよと、いうような指針をタクシー業界にも出して貰い、

それにふさわしいサービスメニューを取り揃えて頂きたいと思います。 

 

●新庄委員 

私が思うのは連携したりすることで、新たなシステムというものが必要となって、

まずそのシステムを用意するのに必要な費用というものは当然かかってきますし、そ

のシステムをもとに、ランニングコストである新たな初期費用以外の費用がかかった

り、収入を得たりするということになった場合に、１社単独でしたら、どこまでが私

の取り分、私の費用とそういった話にはならないんですけど、当然、複数の事業者に

なるとそういったことが議論してきちんと決めなければいけないっていうのが、それ

だけのシステムを投入するという前提のもとでお話しますと、そういったことは課題

になってくると思います。 

もちろんシステムを導入する際にそういった費用をどうするかということも、当然

大事な話ですけれども、導入するという前提ではそういう話だと一番問題だと思いま

す。 

 

●長尾部会長 

いわゆる経費の面であったり収入であったり。そこの解決の方法が見えないとなか

なか進めるのが難しい。 

 

●新庄委員 

そうですね。ただ公共交通に限らず例えば高速バスというものを各県のこういった

事業さんがやってまして、ここでもうすでにそういったことを、今言ったようなシス

テム統合、ルールのもとでやってますので、課題ではありますけれども、例もござい

ますし、その事業者であったり、或いはそれそれを一緒に考えてくれる富山県はじめ

自治体というところも関与していただければ、そんなに、できないということはない

と思っています。 

 

●長尾部会長 

トヨタモビリティ富山の品川委員さんに、これからご発言をいただきたいと思いま

す。品川委員さんが何をやっておられるか簡単にご紹介いたしますと、富山 my route
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推進協議会の一員として、トヨタグループが開発するＭａａＳ「my route」の県内の

導入・普及です。これに現在携わっておられます。 

品川委員さんからは、my routeの取り組みの概要や、my routeのねらい、それか

ら目指している将来像などを紹介いただくとともに、my route ユーザーから寄せら

れている要望・ニーズなども踏まえまして、ウェルビーイング向上のために、富山県

が目指すべき地域交通全体のサービス連携・高度化の姿について、ご意見をまとめて

いただければと思います。 

 

●品川委員 

それではお手元の資料に基づき「交通ＭａａＳによるウェルビーイングの向上～地

域交通の最適化プラットフォームへ～」と題しまして、my route推進協議会の取り組

みをご紹介させていただきます。 

まずトヨタの開発した my routeのビジョンでございますが、「もっと移動したくな

る環境づくり」を通じて「すべての人の移動の自由」と「ずっと賑わう街づくり」の

両面に貢献したいと考えております。 

もう少し具体的に言いますと、地域交通の全体最適化を行うことによって、様々な

移動の課題解決を目指し、また移動の喜びを創出すること、そして移動の総量アップ

に伴うまちの活性化を目指すというビジョンを掲げております。 

今申し上げたことを図で表すとこのようになります。左側の地域の皆さん、また観

光客・インバウンドなど県外・海外の皆さんと、右側にあります地域のイベントや飲

食、観光といった今一番コロナで苦しんでいらっしゃる皆さんを結び付け、移動する

人々とサービスを提供する目的地のコンテンツを様々な交通手段を用いて最適に組

み合わせて相乗効果を生み出す仕組みで、まさにこの移動用インターフェースという

イメージになります。 

具体的にどのようなアプリかというと、スマホでしか使えませんが次の３つの機能

があります。 

１つ目は複数の移動手段を組み合わせて最適な移動手段を提案してくれる機能で、

時間の早い順、料金の安い順という形で表示されます。また２つ目は予約決済機能で、

いろんなアプリと連携しておりますので、先ほど出たＧＯというタクシーアプリや、

トヨタレンタカー・カーシェアなども含めて予約、クレジットカード決済等も可能で

す。また３つ目はイベントスポット情報の表示機能で、目的地のコンテンツと利用者

をつなげることを大きなテーマに掲げたプロジェクトの軸となる機能になります。 

またこの my route がどんな社会課題を解決するかというと、域間交通という意味

では様々な交通手段の接続利便性の向上ということを目指しております。一方広域交

通という観点では、富山の魅力を発信することで移動を活性化させるという取り組み

になります。 

実はコロナの前にこの my route の実証実験を福岡でトヨタと西鉄さんが取り組ん

で行っておりまして、そのアンケート調査結果をご紹介しますと、とても満足、やや
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満足で全体の 80％の利用者に好意的に受けとめていただいているということでした。 

また目的地以外のお店やイベント情報が見つけられて移動が楽しかったとか、バス

停の位置がわかりやすい、サブスクパス等も便利だったとか、地域の皆さんからも知

らなかった情報が発見できたというご意見もあり、外出機会が増えた、それから行動

範囲が広がった、またこれまで活用したことのない移動手段・公共交通を活用できた、

そしてその地域・地元への興味関心度合いが非常に高まったということでした。まさ

に行動範囲が広がった、また新たな移動手段を使ってみるきっかけになった、そして

意識面では地元の町への興味・関心が高まった、新たな魅力を発見できたということ

で、移動課題の解決、それから地域のにぎわいづくりの両面に貢献できたということ

が分かりました。 

コロナ前ではありますが福岡での実証結果を受けて、富山では全国５番目にこのサ

ービスを立ち上げました。掲げたビジョンは「富山がもっと楽しくなる」で、観光客、

インバウンドの方だけでなく、県民の皆さんにも地域をワクワクしてもっと楽しんで

いただくために、今後とも様々な機能の充実を図って参ります。 

具体的な数字で言いますと、まずこちらは全国のデータですが、先月末時点で 33万

ダウンロード、右肩上がりで順調に利用者が増えてきております。また富山でのサー

ビスも、共同幹事を務めていただいております富山地方鉄道さんはじめ、各交通機関

さんと連携をとりながら、サービスを拡充しております。またタクシーのＧＯを始め、

予約・決済も一部でありますけれども可能となっております。 

具体的なデジタルチケットですが、現状こちらの富山地方鉄道さんの１日フリーき

っぷ、あいの風とやま鉄道さんの 1日フリーきっぷ、また今年の３月に県庁さんとと

もにノーマイカーウィークの限定切符を発売いたしました。また現在人気を博してお

ります、岩瀬お散歩フリーチケット、この５券種をこれまで発売しております。 

ノーマイカーウィークの説明をいたしますと、従来のノーマイカー運動は紙のチケ

ットで実施をしていましたが、今年から my route を使ってデジタルチケットを購入

していただいて 90 分間、通勤時間に複数の交通機関が乗り放題という形で導入いた

しました。 

またこの岩瀬お散歩フリーチケットは、こちら写っている岩瀬地区の魅力的なお店

の割引クーポンがついている乗り放題チケットということで発売いたしました。デジ

タルチケットにご覧のクーポンを付けてその観光地の周遊を促すという仕組みで、Ｍ

ａａＳチケットと名付けられておりますが、先ほど申し上げた２つのテーマである移

動手段・公共交通機関の利用促進と、目的地のコンテンツと利用者を結び付けること

による商業の活性化・にぎわいづくりを目的に、これらをかけ合わせた形のチケット

を作りました。サービスの構成としては、チケットプラス特典クーポンをＱＲコード

の読み取りで提供しておりまして、スマホの画面を見せることでビール半額などの利

用特典を付けるという仕組みになっております。 

my route は去年の３月から立ち上げてこれで約１年半経っておりますが、富山に

おいても順調にダウンロード数が伸びておりまして、初回ログイン数でいうと８千数



 11 / 25 

 

百件、ダウンロード数を推計しますと約 1 万 2,000、富山県民 100 人に１人の方にダ

ウンロードいただいている計算になります。またデイリーリアクティブユーザー、日

あたりのアクセス件数でいうと、現在日あたり 75 件ということで、日々公共交通で

通勤通学されている方は使われないとすると、現状１日 75 名ぐらいの移動を楽しみ

たい方にご利用いただいている状況です。 

このデジタルチケットの販売状況は、ご覧のような形になっております。ノーマイ

カーウィークの 1,200枚と合わせて約 2,000枚が販売されており、月当たり 125枚平

均というイメージです。 

先ほど長尾部会長からもありましたが、利用者の皆さまの声という意味では、私ど

ものＳＮＳツイッターにコメントいただいた方々の声になりますが、ペーパレスにな

ってよかったとか、何度も乗り降りできて岩瀬を楽しんだとか、グリーンスローモビ

リティ乗ってみたとか、あとお店の店主の皆さんからは、電車に乗ってたくさんの人

が来てくださってよかったというようなコメントをいただいております。 

また街なかの賑わいづくりや my route の周知・ＰＲも兼ねまして、ご覧のような

イベントも開催いたしました。明後日もとやまレールライフフェスタというイベント

を、富山市役所さんとともに富山駅構内で開催いたします。あと恒常的に普及拡大を

進めるということで、県内トヨタグループ各社と本日ご出席の地鉄さん、またシー・

エー・ピーさんには目的地のコンテンツを提供いただいておりますが、普及拡大委員

会を作って活動しておりまして、月 1回定例で集まっております。 

そしていよいよ、この１０月１日からサービス対象地域を富山県全域に拡大をいた

します。これまでは富山市を中心としたエリアでしたが、今後富山県全域を対象とし

たデジタルチケットを発売してまいります。 

またそれに先立って今年 1月に、県内トヨタグループと富山県様で連携協定を結ば

せていただきまして、ＭａａＳの普及促進等に取り組ませていただくことになりまし

た。具体的には令和４年度当初予算の富山県ＭａａＳ環境構築事業に手を挙げさせて

いただいて、現在取り組みを進めさせていただいております。 

このＭａａＳ構築事業に取り組むにあたりまして、再度ユーザーニーズの調査を行

いました。先ずトヨタのおひざ元である愛知県でも昨年末から my route の実証をス

タートしましたが、あったらいいなと思うものとしてお得なクーポンとか、アプリで

予約・決済までワンストップでできるとか、そういったニーズが多かったです。また

トヨタ自動車の社員の皆さんに聞いたところでは、一番下にありますがやっぱりキー

ワードはワンストップということでした。全ての情報が同じ入口の一つのアプリです

べて確認・把握ができる、またシームレスということで本日の資料１にもありました

が、様々な情報やサービスがワンストップで複数のアプリと連携しているというニー

ズが、若手の皆さんには強かったです。 

さらにノーマイカーウィークのウェブアンケートでも同様な意見があったことに

加えて、決済をより簡単にできるようにして欲しい。またクーポン含め、ポイント制

のような利用者還元の仕組みがあるとさらに使いたくなる、お得なイメージがあると
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いうコメントも多く寄せられました。 

また先月富山駅構内でイベントをやりましたが、その際にＷｅｂアンケートを実施

したところ、富山駅利用者の皆さんの声としてはバスロケーションシステムまたは渋

滞情報、駐車場の空き情報と連携させて欲しいという声もございました。 

一方日頃マイカーを利用する私ども県内トヨタグループの社員にもヒアリングを

行いましたが、公共交通を使って新たな発見があったとか、移動が楽しかったとか、

ドライブも楽しいんだけどこのＭａａＳアプリを使った公共交通を使っての移動も

やってみて楽しかった、という声がありました。 

こういったアンケート結果を受けて、このＭａａＳ環境構築事業では次のようなこ

とに取り組ませていただければと考えております。 

まずとやまロケーションシステムとの連携路線の拡大ということで、現状は富山市

内の９路線ですが、これを可能な限り県内全域のバス路線に広げたいと考えておりま

す。どんな機能かというと、バスが今どこを走っているかという情報を画面上に表示

してくれるサービスです。来年３月を目指して、my routeとしてはこのバスロケーシ

ョンシステムとの相互連携という取り組みを進めたいと思っております。 

また先ほどのＭａａＳチケットを富山県全域で様々な形態でご用意したいと思っ

ております。こちらにあります通り、呉西地区で様々な企画を現在練っておりますし、

また富山市内においてもよりサービスを向上した、まちなかおでかけチケットの発売

を企画しております。 

あと 41 ページにあります通りサービスの多言語化ということで、アフターコロナ

を見据えてインバウンドの皆さまにも富山をより楽しんでいただける MaaS アプリ目

指して、3ヶ国語を対応についても今回の取り組みの中で進めさせていただきます。 

またイベントにつきましても、43 ページにある通り先ほど申し上げた明後日のと

やまレールライフフェスタ、また 10月末から 11月頭のまちめぐりとやま、そして来

年３月の my route２周年、路面電車南北接続３周年のタイミングを目指して、ＫＰＩ

に設定した数値目標の達成を目指して進めていきたいと思っております。 

最後に本日の重要テーマでありますウェルビーイングの向上にどのように my 

route が貢献できるかという点についてですが、ユーザーヒアリングの結果等を踏ま

えまして、本日の資料１とも重なりますがやはりワンストップであること、入口が一

つにまとまっているポータル化ということがあると考えます。そして２番目はシーム

レス、様々な情報や他のアプリとの連携で進めたいと思います。また 3番目は左下の

簡単決済、決済基盤を統一し、より決済をやりやすくしていきたいと考えています。

そして最後はクーポンが非常に好評ですので、クーポンやそれに代わるポイント制や、

最近流行りの地域通貨的なものも普及の段階において検討できればと思っておりま

す。 

今申し上げたことをイメージ図にするとこのようになります。my route を中心に

様々な右側にあるサービスと連携をしていくこと、またサービスを提供される飲食、

観光、商業の皆さん、またそもそもの担い手である交通事業者の皆さんとの連携を進
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めていきたいと思います。そして富山県民や観光客の皆様に、よりワンストップ、シ

ームレスで使いやすく、ポイント還元のあるお得なアプリサービス目指していきたい

というイメージを図に表しております。 

またその結果として多くのデータが取得できますので、そのビックデータを活用し

てＰＤＣＡを回すことによって様々なサービスの向上を図り、また私どもだけではな

く他領域の事業者の方や地域住民の皆さんとのコミュニケーションも図りながら、先

ほども出ておりましたダイヤの調整や路線の再編といったリアル面での改善にも貢

献できればいいなと考えております。 

目指すのは便利なお出かけアプリという姿で、公共交通機関や観光地、また様々な

移動課題を解決しようとする方々と、目的地のにぎわいを作る方々の歯車を、この my 

routeアプリでかみ合わせてうまくまわしていきたいというふうに考えております。 

別の言い方をすると、三方よしの実現だと考えます。売り手よしが交通事業者さん、

そして買い手よしが利用者の皆さん、そして世間よしは目的地の発展、富山県内の賑

わいづくりを通じて地域が発展していく、この売り手よし、買い手よし、世間よし、

言い替えると、交通事業者よし、利用者よし、目的地よし、の三方よしをつくる仕組

みを my routeで作りたいと思っております。 

最後に最初にご紹介した図に戻りますけども、結局目指すのはこの姿であって、最

終的には地域交通の最適化プラットフォームの提供を、my route を通じて進めてい

きたいと思いますし、結果として県民のウェルビーイングの向上、また交通事業者さ

ん、観光、商業の皆さんのウェルビーイングにもつなげていきたいというふうに考え

ています。 

以上になります。どうもありがとうございました。 

 

●長尾部会長 

2点ほど、説明できたらしていただきたいと思います。 

いろいろな対応を展開されていますが、やはり多くの方に何をやっているという広

報活動が前提条件として重要な点ではないかと説明を聞いて思いました。広報活動に

関しては、どのような対応を今、この my route に関しましてやっておられるか、わ

かる範囲内で結構ですのでよろしくお願いいたします。 

 

●品川委員 

明後日も行いますが、PRイベントをこれで計５～６回やっておりますけれども、今

後も継続して開催したいと思っております。 

それから、ＳＮＳを中心に情報発信をしておりまして、例えばツイッターのフォロ

ワーは今 500人ぐらいですし、あとリアルの面でも、地鉄さんやあいの風鉄道さんの

車内でポスター掲示をしていただいたり、あと我々トヨタグループのネットワークを

使ってお客様へ告知し、実はこのアプリはカーナビとしても使えますが、そういった

形で今後も展開していきたいと考えております。 
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●長尾部会長 

効果はいかがですかね。 

 

●品川委員 

初年度は目標の１万ダウンロードを達成できました。 

今年度はむしろ、このＭａａＳチケット、デジタルチケットを県庁の皆さんのご支

援もいただいてたくさん作って、もちろん地鉄さん、あいの風さん、交通事業者さん

とも知恵を絞って、県内のお客様や観光客の皆さんが使いたくなるチケットをどんど

ん開発して、利用者数とダウンロード数を増やしていきたいと思っております。 

 

●長尾部会長 

この my route の操作性に関して、こうして欲しいとか、もっと易しくなればいい

かとか、使い方に関して、何か意見等は出ていますか。 

 

●品川委員 

おかげさまでご意見もたくさんいただいておりまして、ちょっと時期はまだ申し上

げられないですけれども、操作性を大幅に改良するバージョンアップも予定しており

ます。それに向けて現在トヨタ自動車さんに開発をしていただいているところです。 

また富山地方鉄道さんからもご要望をいくつかいただいておりまして、１番大きな

ご要望について今年度中に改良する予定になっております。 

 

●長尾部会長 

大体対応できると思っているわけですね。 

 

●品川委員 

はい、そのように考えております。 

 

（２）質疑応答・意見交換 

 

●長尾部会長 

議題 2の質疑応答意見交換に移りますが、先ほどもウェルビーイングの向上をもた

らす地域交通体系のサービスの連携高度化の姿として、どのような姿が考えられるか

ということでご発言をいただいて、各委員から提案等もいただきました。 

まだ委員からご発言をいただいていない方のご意見等も、この後、意見交換の場で

最初にお聞きしたいと考えております。これまでの、各委員の皆さんの取り組み状況

とか、他の地域の取り組み事例とか、他国の取り組み事例とか、地域のにぎわい、地

域経済の活性化にも繋がっているような事例等も踏まえて、この後も、ウェルビーイ
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ング向上のためにどのようなサービス連携・高度化を考えていったらいいか、議論を

さらに進めていきたいと思います。 

先ほど申しました資料１の参考資料もヒントとして見ていただきながら、ご発言、

ご意見をいただければと思います。それでは先ほどと同じように、私の方からご指名

させていただきますので、指名された委員の皆さん、各委員の思い、考えを述べてい

ただければと思います。 

 

●武内委員 

私この部会に呼ばれましたのはどちらかというとそのモビリティサービスの行く

先の立場としてといいますか、その連携先としての、いわゆる考えとか発言というも

のを望まれているのかなというふうに思いますので、自分が出席させていただいてる

立場をもとに、少しお話をさせていただきたいと思います。 

このモビリティとですね我々そのサービスを提供する側の関係性ってのはもうこ

こ 30 年ぐらいに、似たような論議がやっぱり行われてきておりまして、実はその 30

年前ぐらいからどういう論議だったかというと、逆にその郊外にいろんなショッピン

グモールができるということに対して、いわゆるその地域の、特に商店街というもの

の魅力がどうであったかというような話なんですね。 

この時に行われてた論議っていうのは、ほとんどが、いわゆる車社会で、いわゆる

モビリティの利便化によってですね、そういうことが前提によって、その地域の魅力

っていうものがどうあるべきかみたいな論議が非常にありまして、特にその時は車の

移動といわゆる駐車場という問題だけが非常にクローズアップをされております。 

そこに対応できるかできないかが、いわゆるその場の魅力とイコールだったような

部分の論議が非常にありまして、その当時はどちらかというと、いわゆる車の移動と

いうものが前提において、サービスを提供する側があるべきかみたいなところがあっ

たと思うんですけど、やはり今これだけ 30 年経って今どうなったかというと、逆に

ですね、その結果もたらされたものはやはりある程度、郊外に出ていったものの交通

弱者を生み出してしまってるという部分があったりですとか、或いはバックキャステ

ィングの物の考え方としては、いわゆるプレイスブランディングといいますか、要す

るにどういう場所であるべきかというところがやっぱり先に立つべきなんじゃない

かというようなところが、その移動手段というその手段のことよりも、いわゆるどう

あるべきか。そこが非常に重要なんじゃないか。その好事例は岩瀬だろうなというふ

うには思っておるんですが、そういうその場のブランディングというものが、やはり

抜け落ちてた部分があるんじゃないかなというふうに思っています。 

何を言いたいかといいますと、いわゆる誰のために何のためにやるかということに

なると、先ほど最初にも述べられた話の中で、いわゆるサービスのニーズに基づくと

いうお話がありましたけれども、ニーズとしては非常にシンプルなんだと思うんです。

行きたいところがある、買いたいものがある、シンプルなものがあって、それを獲得

するために、そのプロセスとして、いわゆるモビリティサービスというものがあると。
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ただこのプロセスが複雑ですと使いにくかったりとか、そのプロセスであるモビリテ

ィサービスを使うことを利用することを諦めてしまってる方も、おられるということ

は、あるだろうというふうに思ってます。 

そのためにどちらかというと、また街なかにいわゆる居住ゾーンできてですね、住

まいとして街なか回帰する人が増えていきたいという、何か 30 年前と全く逆の方向

に物が動いていってるような気がするんですが、これは、今、一連のこの流れの中で、

いわゆるプレイスプランニング、バックキャストによる場所の価値だとか、いわゆる

モビリティサービスのあり方みたいなものを、やはりこういうふうな考え方をすると

いうところが少しなかったんじゃないかなというふうに思います。 

その中には、結局誰のためにということの中には、いわゆる生活者と旅行者みたい

なものが大別してあるとすると、結局どちらをどう優先するかということよりも、や

はり突き詰めて考えると、そこの生活者にやさしいサービスの提供があれば、それは

結局のところ旅行者に対してもやさしいことになるんだろうというふうに思います

ので、その生活者に対して、どうやさしいモビリティとその地域サービスの連携が取

れるかというところが、非常に重要な課題になってくるのかなというふうに思います。 

私先ほどご紹介ありました、富山県の商店街振興組合連合会の視察の旅行でですね、

先般、知事も訪ねられましたポートランドに伺ったときに、非常に強く感じたことが

ありました。 

ポートランドは当然そのモビリティサービスにおいても、好事例として挙げられる

ところでありますけれども、やはり住みたいまちということで非常に世界的に注目が

上げられている街です。ここに行った時に何をどう感じたかといいますと、当然その

モビリティサービスが非常に便利で、充実してるということもさることながら、やは

りさっき先ほど挙げました、行く先の場の価値といいますかですね、それに対しての

やはり、市民の高い社会参加意識が非常にあると。 

ウェルビーイングっていうものは、いろんな定義の仕方があると思うんですけれど

も、やはり地域で商業をやってる者としては、やはりそのウェルビーイングというの

は、市民の高い社会参加意識っていうものが醸成されることがウェルビーイングじゃ

ないかなと思いまして、商業者の視点で見ますと、本当にどちらかというとローカル

ファーストの商品が売れていってる。値段の高い安いではなくてやはり地域のものを、

非常にみんながその消費しようという意識が非常に高いなということを、特に感じま

したのと、あとはネイバフットアソシエーションといういわゆるちょっと自治組織に

も似たいわゆるその地域の住民たちの活発な意見交換の場があったり、その地域の自

治組織みたいなものが非常に充実してるなというふうに思います。 

この辺の、ローカルファーストだったりネイバフットアソシエーションっていう考

え方は、それこそ、そこの市民がやっぱり高い社会の参加の意識を持ってるというこ

とを、やはり地域としても醸成してきた結果なのかなというふうに思いますし、これ

が今、ウェルビーイングだとかサスティナブルだとか言われてるところに、結びつい

ていくんじゃないかなというふうに思いました。 
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ですので、モビリティサービスの充実されてきた先の場の魅力っていうのが、やは

り行く先までのプロセスが非常に便利になったり充実したりしてきてても、その先の、

我々もその連携してその同じテーブルについてですね、その辺のことを共有しながら

進めていかないと、行ったら行った先で非常にがっかりしたというような話になった

り、先ほどから挙げられておりましたいわゆるシームレスだったり、ここに挙げてお

られましたキャッシュバックだったりワンストップだったりというようなことが、逆

にプロセスでは非常に充実してたのに、行った先では、それが非常に充実してないと

いうようなことにも、なりかねない部分あると思いますので、その辺はやはり、移動

手段から行った先まで、そしてまたもちろん帰るまでの一連のこのプロセスが、生活

者にとっても旅行者にとっても非常に満足のいくものである必要があるなというふ

うには思いますので、必ずしもそのプロセスと行った先の目的というものが別々なも

のではなくて、一体化して考えるということが重要なのかなというふうに、思ってお

ります。 

その点におきまして最後に一つだけ申し上げられるとすると、我々みたいな商業者

の側からいきますと、いわゆる来ていただく目的地として選定していただくこともも

ちろんなんですが、先ほど言いましたその目的自身が行く先ということもありますし、

手に入れたいものである場合もあると思うので、その手に入れたいものが、逆に我々

がモビリティサービスを使わせていただくことによって、必要な方のお近くに、例え

ば駅をもっと有効活用できるであるとか、地域のコミュニティに何か拠点があって、

逆に我々の方から出向けるみたいなものが、今、無印良品さんなんかでもやっておら

れますけども、いわゆる地域にそういう商品を持って出向いているというようなサー

ビスもやっておられるところもありますし、そのようなことも含めて、用のある方だ

けではなくて商業者の方もモビリティサービス使って、何か戻る、その生活者に持た

されるウェルビーイングを提供できないかなということも考えていく必要があるな

というふうに思いました。 

 

●川嶋委員 

とやま観光推進機構の川嶋です。よろしくお願いいたします。 

私は以前県の職員でしたが、退職の後今年の 6月まで、立山黒部アルペンルートを

運営しています立山黒部貫光・ＴＫＫに勤務してましたので、そのときの経験を踏ま

えて少しお話をさせていただきたいと思います。 

まずとやま観光推進機構では旅行者データの収集分析を行っております。コロナ禍

前のデータでございますが、県内を訪れた観光客、宿泊者の状況ですが、平均の周遊

地点数というのは、3.3 です。観光コースとしては宇奈月とか、或いはアルペンルー

トとか、五箇山などを組み合わせたコースが多いんですが、意外とこう石川だとか、

岐阜だとか、長野などの県外への来訪も多く、そういう意味では非常に観光は広域化

してるような状況であります。 

また関東からの来訪者の県内の移動手段はどうかといいますと、鉄道が 36％、それ
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から自家用車が 31％、レンタカー20％の順となっておりまして、車を使ってる方が半

分以上という状況でございます。 

先ほど品川委員さんから説明ありました my routeですが、実は私もちょっと前に、

アプリをダウンロードしてみました。私は意外と使いやすいなというのが第一印象だ

ったんですが、この後また改善されるということで期待をしたいと思います。 

今ほど言いましたように観光客にはやっぱり県境というものがないので、この後北

陸新幹線が敦賀まで開業しますし、また海外の個人客の増加が見込まれますので、そ

ういう意味では多言語化とあわせて広域化への対応を進める必要があるのでないか

と思っております。 

ＴＫＫに勤務していた際に、よく都市部から来られた海外の個人客からは、すでに

Ｓｕｉｃａなんか使っており、すでに使ってる交通系カードを、県内の交通機関で使

いたいとの希望もよく聞きました。 

先ほど新庄委員から、或いは品川委員からも、一部対応してるということをお聞き

しましたが、そういう意味では、利用者というか観光の視点からは、やはり一枚のカ

ード、或いは一つのアプリで旅行できるのがおそらくベストでないかと思っておりま

す。 

また、県内の観光コンテンツですが、どうしても氷見の番屋街だとか、例えば、五

箇山なんかもそうなんですが、公共交通の便が悪いところが比較的多くございます。

そういう意味では、ある場所まで鉄道、バスなどの交通機関を利用していただいて、

そのあとは何か、例えばタクシーとか、レンタサイクルなんかでもいいと思うんです

が、そういうものを利用していきやすいような環境の整備が望まれると思っておりま

す。 

最後になりましたが、立山黒部アルペンルートでは２年前にＷＥＢきっぷという予

約制を導入しました。これにより予約した観光客というのは、今までは切符の購入と

か乗車に並んで長い時間待ってたんですが、そういうことがなくなりました。 

一方、事業者、会社の方は、予約状況で大体利用者の傾向がわかりますので、増便

の対応或いは駐車場の確保などの対応ができるようになり、サービスの向上に繋がっ

てるんじゃないかと思っております。 

事業者側の都合・視点だけでなくて、やっぱりお客様とか利用者のニーズを踏まえ

た対応が、この事業者にもメリットをもたらすような取り組みを進めていただきたい

なと考えております。そうした取り組みはやはり持続的なサービスの向上に繋がるん

じゃないかと考えております。 

 

●酒井委員 

シー・エー・ピーの酒井と申します。よろしくお願いいたします。 

私は長らく地域情報を扱ったタウン誌を発行している立場から見まして、変わらず、

読者や利用者、いわゆる生活者からの要望として感じることは、意外と漠然としてい

てですね、何か面白いことがないだろうか、何か楽しいことをしたいんだけれどもど
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こへ行けばいいかわからない、何をすればいいかわからない、どう過ごせばいいかわ

からない、こういう声、こういうニーズが非常に多いことです。で、もちろん潜在的

には様々な思いをお持ちなんでしょうけれども、このような言葉で表現されることが

非常に多く感じます。 

これが、夏休みや冬休みのような年に 1度の旅行などであれば、綿密に下調べをし

たり準備をしたりしそうなものですが、日常や普段の休日などでそこまでされること

は、やはり稀だと思われます。そのために、雑誌購入をしたり、ネット検索をしたり

することで、楽しむための目的地やポイント探しをするわけですが、その行動の動機

ですとかきっかけについては点であることが多いのかなと感じております。 

例えば、美味しそうなお店とか、今しか見られない景色、または参加したくなるよ

うな催し・イベント、購買欲をかき立てられるといいましょうかそこでしか手に入ら

ないようなショッピングなどですかね。ただし、その目的地へ行くその行為そのもの

や行った後の印象への影響については、点プラスアルファ、点の集合であったりとか

面の効果が高いのではないかと考えています。 

それは、言い換えればですね、目的がクーポンやポイントでお得に楽しめたという

ことであったり、予約が簡単で並ばなくてよかった、あとは予想していた以上のサー

ビスが受けられてうれしかった、行き帰りや道中を含めて目的がスムーズに果たせた、

渋滞や迷子になったり待たされたりするストレスがなかった、あとは飲食が目的なら

ばショッピングであったり、イベントが目的でしたら飲食など、目的プラスアルファ

の楽しみが得られた、などが挙げられます。 

雑誌に掲載後に読者や利用者から寄せられる声としても、当初の目的地やポイント

の善し悪しもさることながら、こうしたその周辺の要素の影響がいかに大きいかが伺

えます。 

日常の中に非日常を求めるからこそ楽しみに繋がるわけなんですが、その非日常だ

からこそ少しのストレスで楽しみを逆にしてしまうということも考えられるのでは

ないかと。これらのことから、利用者が点でとらえている目的地にどうプラスアルフ

ァを加えられるか。またその行き帰りや道中のストレスを取り除けるかが満足、いわ

ゆるウェルビーイングの向上にも繋がるのではないかなというふうに考えています。 

繰り返しになりますが、目的地そのものもそうですけれどももう家を出た直後から

すでにスタートしていて、目的やポイントを含む面での魅力をどれだけ行き届かせら

れるか、行き帰りや道中のストレスに対する不安をどれだけ取り除くことができるか、

また、どれだけ利用者目線に合わせて現地ならではの案内ができるか、それが一つの

選択肢ではなくていくつかの選択肢を創造できるか、これらが、動機やきっかけを作

って、積極的な移動を促し、地域のにぎわいに繋がるのではないかというふうに思っ

ています。 

特に利用者目線については、みずから情報収集をできる人とそうでない人がいます

し、若者や家族連れ、高齢者、ひとり、グループなど様々なニーズにどれだけ目線を

あわせて情報を発信できるかも、重要なポイントではないかと思います。また、現地
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での案内と選択肢の創造については、これは県民のみならず、観光客上のニーズにも

当てはまるものであると考えています。 

これらは、ですから別物ではなくて、繋がっているものでだと考えてますので、一

つの満足度を上げることが、その広がりは非常に大きいのではないかというふうに思

っています。 

 

●楠田委員 

私は兵庫県の４万人の都市で育ちました。免許返納問題であったりとかデジタルを

使って公共交通であったりとか新しいモビリティサービスであったりとか、そういっ

たものをいかに活性化するかみたいなお話の取材をしたりとか、政策を提案したり、

或いは道路をどう安全に、交通安全であったりとか自転車活用みたいなこともさせて

いただいておりまして、移動にまつわること、地域の活性化などいろんなことをさせ

ていただいております。今日はですね、アプリのお話であったりとか、サービス連携

の話であったり、海外事例を紹介しながらお話をしたいなと思っています。時間が来

ているので、コンパクトに、話せたなあと思ってます。 

正直、アプリはたくさんある状況にありまして、ダウンロードしたりとかするだけ

でもすごくストレスになるものであります。 

サービス連携において、先に申し上げるとやはり情報の連携っていうこともありま

すし組織の連携っていうところと、いろんな形がありますので、今回はこのアプリ、

のサービス情報の統合であったりとか、データの活用みたいなところからお話をした

いなと思っております。 

日本には乗換検索がかなりたくさんあります。今日私はジョルダンっていうのを使

ったりグーグルマップを使ってルート検索しながら、経路検索したりしてきました。

これっていうのはやはり時刻表がいっぱいあってバスであったりとか新幹線であっ

たりとか鉄道だったりいろんなものを組み合わせていく中で、これまでは紙を見て合

わせたんだけども自分で考えるのが大変なので、それを情報集めて検索しましょうと、

日本の場合は民間企業さんがサービスを提供してくださっているのでバラバラなん

ですよね。これを統合しましょうということで民間の企業さんが、乗り換え検索とい

う、アルゴリズムを作ってアプリというものを提供してくださって、無料でやってく

ださってるんですね。 

鉄道っていうものがまず統合されていて、最近ようやくバスが統合されてきて、ス

マートフォンや、いろんなシェアリングサービスが登場してきてそれが個別にバラバ

ラありましたと。それが、一緒にしてもいいじゃないっていうので、少しずつ、集ま

って目的地まで統合されて、さらに乗り換え検索だけでなく、Ａ地点からＢ地点まで

の、車の話もありましたし、自転車に乗っていこうとか、歩いていこうとかっていう

ものが入ってきて、統合されているという経緯があります。 

これって統合するだけだったら民間企業さんとかで任せてしまえばいいかなと思

うところがありまして、じゃあ、県でお話をするとか、公共のところでどれを使うと
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かどういうプラットフォームを使っていくとか、組織を統合していくかっていうと、

やっぱりそこには政策的なこととか、一社ではできないから一緒にしていこうとか、

何らか民間のものではできないことを一緒にやっていっていくっていうことが大事

になってくるかなと思ってます。 

ただ日本の場合、いろいろ調べていくと、正直、統合するだけだと、あまり意味が

ないですし、使いたいなというニーズにこたえて経路検索とか乗り換え検索発展して

いってるのはそちらに正直情報を提供して、サービスを高度化していっていただいた

方が正直ユーザにはやさしいと思っています。 

いろいろ考えた結果、おそらく業務効率の改善だったりとか政策を効率化するとか、

そういったものを付加させてさらに発展させることが大変大切だなと思ってます。そ

れば、事例としてスイスとかオーストリアとか台湾とかの事例が面白いかなと思って

います。 

まず、オーストリアなんですけど、オーストリアは先ほどお話がありました。富山

地方鉄道さんからあったと思うんですけど、連携を一緒にしていきましょうっていう

ところ。アプリを作ったりする前に、運賃とかサービスを統合というか一緒に連携し

ようっていう方が日本の方がわかりやすいですかね。一緒にしていきましょうと。一

社だと結構しんどいから、一緒にやっていきましょうと。どういうふうにしますかっ

て、運賃どうやって分配していきますかとか、どうやって連携しますかっていう、会

議みたいなのを作ったりとかして、それを法律にしたりとか、なんかこうルール化し

て組織を作っていかれたんですね。 

その上で、それをもう少しデータ化していったりとかすると、もっとお仕事やりや

すいんじゃないですかっていうことをどんどんやってらっしゃるわけです。自治体さ

んのＤＸっていうこともすごい考えてらっしゃって、日本の場合と違ってオーストリ

アの場合は、地図の情報も自分たちで作ってらっしゃって、自治体さんって今ゼンリ

ンの住宅地図とか作ってらっしゃるんですが、それを自分たちでデジタル化させてそ

れを逆にＧｏｏｇｌｅさんに渡すみたいなことをされてたりとか、とにかく自治体の

情報を全部デジタル化して一次情報を自治体さんが全部持ってらっしゃるようなこ

とになっててそういうデータプラットフォームを持ちながら、交通情報とかどうなっ

たのも、ちゃんと把握される中で交通計画を作られて、どういうふうに走らせるみた

いなことを考えられたりするようなことまでやってらっしゃるんですね。 

そういうサービス連携とか運賃の連携とかを交通の中でされながら、さらに車両と

か運賃とか顧客情報とか、そういったものをしっかりとデジタル化して分析するよう

なシステムがもうすでに存在していて、どんどんどんどんこうデジタルを使って効率

化させをましょうみたいなことが、すでにやってらっしゃる。 

だからＭａａＳをしようとかアプリでしようとかでなくて、普通、業務の効率化と

か、地域全体的にのってもらう質を上げていきましょうというと、普通のご商売的に

言うと、一般的なことをしっかりとされているなと思ってて、その上にＭａａＳみた

いな言葉が乗っかっているだけかなと、海外のことを見てて思うんですけど。 
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だから、やっぱり日本の場合、ニーズファーストとかってお客さんのことを大事に

しましょうってありますけども、それよりもやはりこうモチベーションとなることは、

繰り返し申し上げますけど、業務効率の改善であったり持続可能な、渡辺さんもおっ

しゃってたように、もうやっぱりやっていくことが大変過ぎて一社ではできないから、

一緒に配車システム作りましょうとか、それをタブレットどうどれ使いますかとかっ

てそういうことも、一緒に考えて連携していくってことがまず大事で、そうすること

によって、利便性が向上するっていうふうな好循環を作っていけることが、大事かな

と思ってます。 

こういうふうな共通のプラットフォームを作っていて、これスイスの事例なんです

けど、250 を超える、みんなで運賃とかサービスを連携させましょうっていう、共同

体を作っておいて、そこからいろんな、アプリに情報提供するみたいな仕組みしてた

りとかするんですよ。だからバックヤード側は、その自分たちのお客さんの管理とか

運行管理とか、乗車券の発行とか、業務に関わるところ上手くこう連携させる形で、

お客さんにも利便性を提供してるって感じ。プラットフォームの共通のものがあって、

情報を提供しますっていう形になってるような感じなんですけどね。 

海外のヨーロッパの場合は結構、日本もそうですけど、もう窓口を置いておくのが

しんどいんですよ。人を雇うとか。あと、改札のところのシステムのメンテナンスと

かがすごい高いから、できるだけ窓口を減らして改札を減らしたりとかしたいからア

プリに移行させようみたいなそういう効率化をしていこうっていうのは結構モチベ

ーション、日本もそうですよね。 

スイスとオーストリアはまあまあ大体結構似てるところが、ありました。台湾の事

例なんですけど台湾は、ここに政策をしっかり入れていきましょうっていう。行政側

は結構そのアプリを使ったり、統合に力を入れていって、住民のサービスレベルを上

げていこうっていう形で推進されてます。これは高雄市っていう、南部の方の町なん

ですけどこれ発想が富山県さんに近いかなって思います。 

サブスクリプションの仕組みって日本語で言うと乗り放題ですよね。乗り放題の仕

組み、定期券ですよね。定期券みたいなものを作られてて、日本、定期がいっぱいあ

りますけど定期券ってある国って少なくて、日本は乗り放題っていうのは定期券って

いう会社が出してくれるものっていうのがあるんだけど、海外こういうのはないので、

そういうものをもっと一般の方々にも使ってもらったり、いろんな組み合わせの形が

あるんではないかなというものになってます。 

話変わりますけど、富山県さんもそうですし、私の生まれ育った地域もそうなんで

すけど、車がないとやっぱり生活ができないんですよね。乗り換え検索を触るような

生活をしているところっていうのはやっぱり街だなと思うし、私の生まれたところは

鉄道もバスも使えないとこなので、日々行くところって学校だったり会社だったりぐ

らいしかないので、じゃカーナビまで付けますかっていうとカーナビも使わなかった

りするんですよね。交通系ＩＣカードを持ってますか。うーん持ってないっていう、

いつも使ってるの多分連絡のＬＩＮＥぐらいいだったりとか、ＬＩＮＥも使えないお
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ばあさんもいっぱいいますけど、そんな実情かなと。 

じゃあお出かけして元気になってもらったり、日々、今日もよかったなっていっぱ

い思ってもらうっていうどういう瞬間なのかなって思うと、今日も暑いなとか、だけ

どみんな元気でよかったぐらいかなと思ったり、休みの日はちょっとおいしいもの食

べれてよかったのとか、なんかお盆休みみんな出会えてよかったなとか、お買い物行

って選べてちょっと安かったみたいな、そういうことが毎日の繰り返しで、そこを不

自由なくちょっと不便なく暮らせるっていうのが大事かなと思ってます。 

やっぱり結構ね健康がすごい大事なんですね。太ったとかやせたとか、よく食べた

とか、動いたとか、歩いたとか、そういう地方都市においては結構健康アップ管理ア

プリみたいなことであったり、あとやっぱり元気のお話、昨日すごい雨降ったけども

今日からっとしてますけど、そういったこととか災害情報とかですね、そんなことを

日常的にずっと使っていただきながら、お買い物に行くとか病院に行くとか、結構ね

週１回とか買う頻度って決まってって内容も結構変わっ決まってると思うんで、先に

予約してもらってお迎えに行って差し上げるとかそういう、日常的に溶け込んでいく

ような仕組みっていうのがようになってくるのかなと思ってます。 

観光客の方に対してはやはり、出発する前から結構、どこに行くとか、どのアプリ

を使うとか、日本の決済はどうなっていくかっていう結構考えるので、そこのに対す

るアプローチってすごい大事になってくると思うので、そういった対象ごとに、施策

を打つということを考える必要があるかなと思っております。 

 

●長尾部会長 

全員の委員の方から一通りそれぞれの立場、専門的なご意見も踏まえて、中身の充

実したご意見を今いただいたところです。これを全部まとめてこの場で総括するのは、

できない部分もありますので、今日の部会の内容について、全体会議で部会として報

告しなければいけませんので、先ほど示した資料１「ウェルビーイングの向上をもた

らすサービス連携・高度化の例」として、ここに記載されている内容を、このような

例でいいのかどうか、或いは、各委員の皆さんから今日いただいたご意見の中で、も

っとこういう視点を例として挙げるべきだと、そのような主体的なご意見をぜひお願

いしたいと思いますが、資料１に５点ほど例示が示されていますが、この５事例に対

しては納得できると各委員の皆さんがお考えなのか。３番目は、２番目は、表現内容

をこうした方がいいとか、もっと新たなサービス連携・高度化事例を示した方がいい

とか、そのような視点で、もう時間がかなりオーバーしていますが、最後、今日の部

会の結論として、どうしたらいいかご意見等をいただければと思います。いかがでし

ょうか。 

５つ、ここに挙がっていますが、これは納得できるものであるから、サービス連携

高度化部会として、全体会議でも報告をすべきだという方向で５項目はとらえていい

のか、今申しましたように、少し表現を修正した方がいいとか、新たにこういうよう

な項目を付け加えるべきだというようなご意見がありましたら、ぜひお願いしたいと
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思います。いかがでしょうか。 

 

●楠田委員 

１から５まではおそらくいいかと思うんですけど、追加していただきたいなと思っ

ておりまして、先ほどのプレゼンで申し上げたように、やっぱり交通事業者様、今非

常に厳しいことよくあるかと思うので、業務効率の改善であったりとか、さらにサー

ビス連携促進に資するような、その事業提供側の目線をもっとしっかり入れていただ

きたいなと。 

加えて、やはり車に乗る方の目線をもっと入れていただきたいです。これはやはり

結構都市に寄っている気もするので、車に乗る方がいつも使っていただいて移動に困

らないような目線をお願いいたします。 

骨の髄まで車大好きな人が多いと思うので、それだけ車をいつも使っている方の移

動の目線です。そこから免許返納してしまったら困りますよねというところまでの目

線です。 

 

●長尾部会長 

一つは、モビリティそのものの業者に対する生産性の向上とかそのようなところに

関係してくるかと思いますが、業務の効率化の視点をこの中に付け加えるべきだとい

うご意見と、もう一つは利用客の方で車に乗る人、車を普段から使っておられるヘビ

ーユーザーの視点の意見もここに入れたらどうかと。いうことでございますね。 

２点、いただきました。他はどうでしょうか。 

私が皆さんのご意見を聞いて思ったのは、連携とかサービスの高度化によって、利

用客の意識・行動変容が見られたという調査結果です。利用客の活性化とか向上を目

指すためには、利用客の意識・行動を変えることです。また、乗る時において混雑時

の対応どうしたらいいか、今なかなかダイヤの改正とか難しい状態にあるかと思いま

す、あえて朝とか夕方、特にサラリーマンの方とか学生においても、混雑時の便が少

ないとか日常の生活に困っておられる方も多いと思います。そのような視点からの意

見・考えも盛り込むべきだと考えます。 

それからそれに関連して、地方においては、１時間に１本とか 30 分に１本ってい

うのは当たり前に思われてるかもしれませんが、利用客の立場からずれば、昼間の時

間体とか、待ち時間の対応の仕方も、しっかり連携、サービスの高度化の中で考える

べきだろうと思うし、特に待ち時間の短縮については、サービス連携としてしっかり

と対策をしていくべきではないかと考えます。委員の皆さんのご意見を聞いて思った

次第です。 

私として感じた部分の意見は、以上のような点です。そんなことは入れなくていい

というご意見もあるかと思いますが、いかがでございましょうか。この５本の柱は、

掲載すべきだ・報告すべきだというように考えてよろしいでしょうか。 

（委員から異議なし） 



 25 / 25 

 

新たに意見が出た部分においても、追加項目として、記載させていただいて報告し

てよろしいでしょうか。 

（委員から異議なし） 

わかりました。 

まだ抜けてる部分があるかと思いますが、時間の方が本当にかなりオーバーしてし

まいましたので、できればこういうような項目も記載して報告して欲しいというよう

なご意見をぜひ、事務局の方へメールないしはＦＡＸでいただけるとありがたいと思

います。 

それに関連して、原稿ですね、事務局の方で作っていただくということで、事務局

の方で案を作っていただいて、後程皆さんにご確認をいただくという形で、この後進

めていきたいと思いますが、その点に関しても、ご了承いただけますでしょうか。 

（委員から異議なし） 

はい。どうもありがとうございます。本当に最後の方私の進行が悪くて時間足らず、

なってしまいました。でも、一人一人の委員の皆さんの充実した内容を発表していた

だいて、かなり内容の濃いご意見をお伺いできたのではないかなと思います。それか

ら事務局におかれましては資料案の準備をこの後お願いしたいということも、付け加

えておきたいと思います。 

本当に時間オーバーいたしまして申し訳ございません。今日の部会は以上になりま

す。今後２回目等に、また今日の意見等を繋いでいきたいと思いますので、今日と同

じように、また活発なご意見をこの後もお願いしたいと思います。 

以上をもちまして部会は終了させていただいて、事務局の方にマイクをお返しした

いと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

４ 閉会 

 

●田中交通政策局長 

皆様本当に今日はありがとうございました。 

国内外の具体的な事例もいろいろお示しいただきまして、部会長のお話もあります

が、私も聞いてて非常に内容の濃い議論というか、いろんな話題が出ましたんで、本

当に大変参考になりました。 

今日1回目ということですので、今後も議論を深めていただきたいと思いますので、

引き続きよろしくお願いしたいと思います。 


